
























































とえば 2011 年 3 月に東日本大震災が発生したことによって、福島第一原子力発電所の周
辺に位置する地域コミュニティは原子力発電所に依存したムラづくりをおこなっている事















































日本全体が佐久間ダムを通じて開発主義に巻き込まれる過程を明らかにしている。第 5 章 
では、佐久間ダムの開発風景を記録したものであった映像をつくる目的で『佐久間ダム』























































ターについてである。本書の第Ⅰ部では、第 1 章と第 2 章は開発主体である国や電発を、












































神川温泉）の建設が挙げられる。神川温泉は 2006 年 12 月にオープンした神川町が運営し
ている温泉であるが、施設の規模はシャワーが 3 台しかなく、浴槽も男女各 3 〜 4 人程度
4　著者は 2014 年 9 月 13 日から 16 日までの 4 日間、神川町でダム開発や温泉に関する聞き取り調査をお






6　2014 年 9 月 13 日、神川町の区長からの聞き取りから。
























































ダムの管理は機械化され、現在では電発系列で働いている人はこの集落で 1 〜 2 人ほどし
かいないという。つまり、M 氏はダムが建設されたことによってもたらされる神川町の
恩恵はむしろ少ないと考えているのだ。
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